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1.はじめに 

 近年、私達の周りには科学技術の進歩もあり、

化学物質が多数存在している。その中でも「毒」

とよばれるものは、一見特殊な物質で、日常生活

で関わりが少ないが、実際には「無毒」と呼ばれ

るものでも使い方次第では「毒」や「薬」になる。

すなわち、「毒」と「薬」は紙一重であり、その用

途や薬理作用などを正確に理解する必要がある。 
 「自然界にある毒」と聞いて、多くの人が思い

つくものは、フグ毒テトロドトキシン(TTX)である。

フグは海洋細菌などを捕食し TTX を体内に溜め込

んでいる。しかし、私達がフグを食べる部位によ

ってはたちまち中毒となることは、フグ自身は

TTX に耐性を持っていることになる。 
 私達の周りには、強い弱い関係なく毒を持った

生物が生息している。その一つであるヒキガエル

は、フグとは異なり捕食ではなく、自ら毒を生合

成することが知られている 1)。この毒は、人間にと

って中毒症状を引き起こすことから、ヒキガエル

も自身の毒に耐性を持っていると考えられる。 
 ヒキガエルの毒は一般的にブフォトキシンと呼

ばれ、ヒキガエルの耳腺から分泌される 2)。その作

用は強い心筋収縮作用を示すことで知られている。

ここで、ヒキガエルが毒に耐性があることについ

ての報告はほとんどなく、また、ヒキガエルの毒

に対する認知度もあまり高くない。フグ毒ほどで

はないが、犬や猫などがヒキガエルを食べてしま

い中毒することや、ヒトの死亡例もある。 
 そこで、本研究では、ヒキガエルが，毒に耐性

を持つ理由を明らかにすることを目的とする。 
 

2.研究の流れ 

 本研究目的を明らかにするために、以下の 4 点に

ついて検討を行う必要がある。 
1）心筋に対する作用 
 ヒキガエル毒は、強心ステロイドに分類される。

その作用としては、細胞膜上のナトリウムポンプ

に作用することで、細胞内のカルシウムイオン濃

度が上昇し、細胞の収縮を強く促す 3)。 
2）骨格筋に対する作用、3）皮膚に対する作用 
 ステロイドは筋肉増強剤であるが、過剰摂取に

より逆に筋肉が衰える「ステロイド筋症」が知ら

れている。ヒキガエルの毒もステロイドに分類さ

れるため、これらに近い作用を示すと考えられる。 
4）血液中の結合タンパク質の存在 
 フグが TTX に耐性を持つ原因の一つとして、フ

グの血液中に含まれる結合タンパク質 PSTBP があ

る。このタンパク質に TTX が結合すると、中毒す

ることなく毒を蓄積している部位まで運ばれる 4)。

ヒキガエルも毒と結合し、効果を一時的に抑える

ようなタンパク質が存在すると考えられる。 

 

3.研究方法 

 今回は、解決すべき 3 つの課題のうちの 1 つ目

「心筋に対する作用」について研究を行う。 
3.1 試験毒の調整 

 捕獲したヒキガエルを刺激し毒を分泌させ、採

取する。その後、遠心エパボレータで乾燥後、減

菌水に溶解させ 1 時間ほど放置し、さらに 4℃、15
分で遠心し、上澄液を-20℃で凍結保存する 5) 。 

3.2 標本作成 

 上記ヒキガエルとほぼ同サイズの別のカエル(ト
ノサマガエルなど)を用意する。その後、両者から

心臓を摘出し、灌流装置に接続する。 
3.3 実験装置および評価方法 

 八木式灌流装置、キモグラフィオン一式を用い

る。この装置により、毒がそれぞれの心筋に作用

する様子を測定する 6)。そして、それぞれの心筋で

の毒投与前と後の収縮力の差を比較する。 

 

4.まとめ 

 以上より、ヒキガエルは毒に耐性があると考え

られるため、投与後の収縮作用は他の耐性を持た

ないカエルに比べ大きくならないと期待される。 
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